
食　　 物

C 143
豚プラズマ ペプ チド

名古屋女大家政

食

○

投

辻

与

原

－フ

命

ツ

子

〔(社) 日本家政 学 会

ト にお よぽす騒音お よびI 動の影m

谷由美 子

目 的　 食品 タンパク質から 派生するペプチド の生理機能としX  caの吸収促進や脂貿代 謝

の改 善が知ら れている。そこで 前回。私達は騒音負 荷によるCa および脂質代謝 への影響を

認め たため，今回豚プ ラズマ ペプ チド を用い て飼育したラット のCa および 脂質代 謝におよ

ぽす騒音負荷の影響を検討し た。また連動の効果も 合せて調 べた。

方法　 ５週齢W  i s t a r雄ラット を用い。カゼイン投与非運動群を対 照群(  C-NE) とし ，カ

ゼインの約半分を豚プ ラズマ ペプ チド で置換した ペプチド 食群 は騒音負荷無し の非運働 群

(P-E) と騒音負荷運動群( 同一E)及び非運動群（PN-Ne)　3  群とし，各斟6 匹で１ 週間飼脅し

た。騒音負 荷は3000 サイクル,   95ホンの騒音を１日8  時 間負 荷し ，運動-群は回転車付ゲー

ジで 飼育し ，自 由運動とし た。飼育終了日に48hr の尿と 糞を採取し ，尿中 コルチコステロ

ン(  蛍光 法)   ,   N 排恚量，尿 及び糞中ca 排It二量(  OCPC 法）を測定し た。飼 育終了 後，一 夜

絶食させ，解剖. 採血し 血清コレ ステロ ール（T-Chol ，DAOS法,   HD［- C I) 0 I,ヘパリ ン･  Hn 結合

沈澱法 〉，中性脂肪(  Te,酵素法），TBA    fi及び肝臓のTBA 値および大腿骨Ca を測定し た。

結果　C-NE 群に比し てP-NE で飼料摂取量は多 かったが ，体重増加率に差はなかった。血

清T-Clio I .   TG,   TBA 値ともP-NE の方が低値を示し た。騒 応負荷によって飼 料摂 取量は減少

したが，体重増加率に差はなかった 。尿中c  a ／摂 取C aは前回と同様に上昇し ，血it  T-Choi

TBA    値も 増加した が，C-NE 群 よりT-chol は低く,   TBA 値はほぼ同値となった。大腿骨Ca 量

には騒音負 荷の影響はみら れなかった。次に運動の効果として尿中N/ 摂 取Ｎ と血清TBA 値

は騒滴 に よる増加が抑 制さ｡れ。。血清TG は著しく 減少，血iSCa は上昇し た。

５月24日（日）第８会場　午前9:30～12:00

C 144　　 幼児期における健康知識の習得に関する研究（第４報）

一栄養知識と食行動の関連について一

群馬女子短期大学　　　 笠原　賀子

【目的】既報において． 幼児の栄養知識を特に食品の名称や働きの側面から把握し． 若干

の知見を得ることができたが． 本研究では． さらに． 栄養知識の総合的認識の場として．

食事場面をとらえ． 幼児の栄養知識の習得と食行動の関連について調査を実施したので報

告する．　　【調査方法】①時期:  1992年12 月　②対象: 某女子短大附属幼稚園園児（年長

組:5,6 才）5  0 名（ き20名、 ♀30名） 及びその母親　③内容: “ 最も幸せに感じる食事

場面”の5W1  H について　④方法: 母親による聞き取り調査（ 母親には、 質問紙の配布、

回収）　【結果及び考察】①幼児はA. いつB.どこでc. 誰と： 夕食を家族と一緒に家庭や外

で食べる食事． 友だちと食べる幼稚園での給食（昼食）D. 何を１： 好きなもの　E. 何を２

：洋風料理． とくに、 ハンバーグ． カレーライス、 ステーキなどが好まれている。　F. ど

のように： 話ながら． あるいはＴＶを見ながら　G.なぜ: 楽しいから食べる食事を選択す

る傾向にある．　 ②いずれの項目も、 母子間の有意差が顕著であり、 食事場面の伝承に変

化がみとめられる．　 ③全体的に． 「栄養」や「健康」という認識が希薄であるが、 女児

の一部には浸透しており、 家庭における食事のしっけ（料理作りや後片付けも含む）とも

関連して、 「栄養」や「健康」に対する意識を高揚する必要がある．　 ④また． 食事の「

楽しみ」や「家族団らん」といった幼児の心を育む食の役割についても再認識すべきであ

ろう．　 ⑤子どもたちが、 楽しみにしている給食の場そのものを食教育の場として． どの
ように位置づけるか． あるいは、 他の機会に受ける食教育とどのように連携するか、 即ち．

栄養知識と食行動をどのように結び付けるかということが今後の大きな課題であろう．
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